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QUADAS
# 項目 はい 不明 いいえ

1 患者の範囲は、実際の診療で検査を受けることになる患者を代表していたか？（代表的な範囲か）   

2 参照基準は標的状態を正確に分類できると考えられるか？（参照基準は許容できるか）
  

3 参照基準と指標検査の間の期間が短く、合理的に考えて、検査と検査の間の期間で標的状態に変

 

化はなかったといえるか（検査間の遅延は許容できるか）
  

4 診断の参照基準によって検証されたのは、サンプル全体かまたはサンプルから任意に選択された者

 

か？（部分的検証が回避されたか）
  

5 患者は指標検査の結果に関わらず、同じ参照基準による検査を受けたか？（鑑別的検証が回避され

 

たか）
  

6 参照基準は指標検査と独立していたか（すなわち、指標検査が参照基準の一貫として行われていな

 

かったか）？（混同は回避されたか）
  

7 参照基準の結果の解釈は、指標検査の結果がわからない状態で行われたか？（指標検査の結果は

 

盲検化されたか）
  

8 指標検査の結果の解釈は、参照基準の結果がわからない状態で行われたか？（参照基準の結果は

 

盲検化されたか）
  

9 実際の診療で検査が使われる場合と同様の臨床データが入手可能だったか？（関連する臨床情報）
  

10 解釈不能または中間的な検査結果は報告されていたか？（解釈不能の結果は報告されたか）
  

11 研究からの脱落については説明があったか？（脱落は説明されたか）
  

QUADASオリジナルは14個、コクラン版では11個の質問から成っており、それぞれの質問に対して“Yes”か“No”、もしくは“Unclear”か

 
回答する。判定結果をmethodological quality summary, graphとして提示する。

“診断検査にGRADEを適用する”Applying_grade_to_diagnosticTests.pptより

 

(スライド

 

#69）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年、QUADAS-2が発表されています。

QUADAS-2: a revised tool for the quality assessment of diagnostic accuracy studies.

Ann Intern Med. 2011 Oct 18;155(8):529-36.





コクランハンドブックより

QUADAS評価項目

“診断検査にGRADEを適用する”Applying_grade_to_diagnosticTests.pptより
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本図は、http://srdta.cochrane.org/sites/srdta.cochrane.org/files/uploads/ch09_Oct09.pdfより引用。
治療介入におけるコクラン

 

risk of bias評価と同じである。

http://srdta.cochrane.org/sites/srdta.cochrane.org/files/uploads/ch09_Oct09.pdf


QUADAS-2

http://www.annals.org/content/155/8/529.full.pdf+html

“診断検査にGRADEを適用する”Applying_grade_to_diagnosticTests.pptより
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
QUADAS-2

http://www.annals.org/content/155/8/529.full.pdf+html


http://bmg.cochrane.org/sites/bmg.cochrane.org/files/uploads/QUADAS-2%20Web%20Supplement.pdf

http://bmg.cochrane.org/sites/bmg.cochrane.org/files/uploads/QUADAS-2 Web Supplement.pdf
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